
～ 百万円

～ 百万円

事業の効果等

年

年

（1)費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

（2）事業の効果の発現状況

　費用については、築堤盛土材として、他工事で発生する残土を有効利用するなどコストを縮減した。便益につ
いては、氾濫区域内の資産が減少したため便益も減少した。

　事業完了後、事業の契機となった昭和57年8月1日～3日洪水と同規模の降雨が、平成26年10月5日～6日に発生
した。富士川の計画降雨の継続時間である２日雨量は、気象庁の南部観測所や富士観測所で昭和57年洪水よりも
多い雨量が観測されたが、浸水被害は発生しておらず、治水効果が十分発揮されている。
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事業量
稲瀬川総合流域防災事業

改修延長720m（本工事：築堤16,570m3、護岸2,987m、排水工788m、樋管1基）
　　　　　　（附帯工事：樋管5基）

実績

　稲瀬川の富士川合流点付近では、昭和57年8月に発生した洪水により富士川本川の水位が上昇したため、背水
の影響により浸水被害が発生した。このため、稲瀬川及び内房境川の堤防を嵩上げし、内房地区の氾濫、浸水被
害を解消することを目的とする。
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市町名 富士宮市

S61

当初
又は前回年度

南部 富士 床上 床下

昭和57年8月2日～3日 415.0 180.0 27.0 20 20

平成26年10月5日～6日 419.5 385.5 0.0 0 0

洪水年月日
２日雨量（mm） 浸水家屋（戸）浸水面積

（ha）
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事業実施による環境の変化

社会経済情勢等の変化

　本事業においては、築堤護岸によ
る改修がほとんどであり、河道内や
河床部の改変は行っていない。この
ため、河道内における河川環境は、
改修前の環境が保全されている。
　また、堤防上に幅７ｍの広い河川
管理用通路が整備されたことから、
地元住民が散歩などに利用するよう
になった。

　稲瀬川の過去の浸水区域内には県
道清水富士宮線があり、新東名高速
道路の開通、新清水インターの建設
により、アクセス道としての重要性
が高まっている。本事業により治水
安全度が向上したため、浸水による
交通網の途絶の恐れが低下してい
る。
　また、稲瀬川が流れる芝川地区の
人口は近年減少傾向である。また、
高齢化も進んできており、ハード整
備による治水安全度の確保は極めて
重要である。

 対　応　方　針　（案）

　治水対策に加え、環境や河川利用等に配慮した川づくりを推進するとともに適正な維持管理を図っていく。

（１）評価結果

　効果は発現しており、改善措置の必要はない。
　事業完了後、事業の契機となった昭和57年8月洪水と同規模の洪水が平成26年10月に発生したが、この洪水に
おいては、この流域での浸水被害が発生していないため、治水効果が十分発揮されている。

（２）今後の課題等

（３）同種事業への反映等

　ハード整備における課題は特にないが、富士川増水時の整備効果については、引き続き把握していく。
　気候変動による局地豪雨の増加及び台風の大型化等により改修規模を上回る降雨から住民の生命を守る対策が
必要である。ハザードマップの利活用、防災情報の提供といったソフト対策を市の関係機関や地域住民とも連携
して推進する必要がある。
　今後は、河川パトロール等や草刈など、河川管理者として適切な維持管理に努めるともに、地元との協働によ
る河川管理（リバーフレンドシップ制度）を取り入れるなど、「地域の河川を地域で守る」という意識を醸成し
ていく。

（事後）－河川砂防－9
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全体計画 L=720m
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稲瀬川 航空写真

総合流域防災事業

浸水区域

稲瀬川

内房境川

富士川
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現在の状況

左岸に瀬、右岸に淵を持ち、アユやハヤの

生育環境が保全されている。
嵩上げ工事のみで河道には手を加えない

擁壁については化粧型枠などにより

周辺景観との調和を図る。

▽

▽ H.W.L（自己流）

富士川H.W.L（T.P.+64.6）

7.00

（稲瀬川工区 落合前橋下流付近）

7.00

Ｌ型擁壁工Ｌ型擁壁工
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改修の状況

総合流域防災事業

改修前 改修後

事業区間（稲瀬川工区）

自然環境への配慮

改修前 改修後

（事後）－河川砂防－13


